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川崎異業種研究会のホームページ http://www.kawaiken.jp/

　川崎異業種研究会（略称：川異研）は、昭和62年
7月に設立した当所会員企業から集まった異業種交流
のグループです。

　５月９日（木）当所にて、会員15名、オブザーバー２名

の参加者を得て開催した。

　菅原会長から2019年度事業方針として「川崎異業種

研究会の活力増強と価値増強」が示され、事業内容として

以下の３つの骨子が述べられた。

（１）会員交流事業の促進（定例会、勉強会、国内視察会）

（２）会員増強活動の促進

（３）企業間連携・産学官連携事業への促進

　また、以下の議案が満場一致で承認された。

（１）2018年度事業報告および収支決算承認の件

（２）2019年度事業計画（案）および収支予算（案）承認の件

（３）役員改選の件

（４）旅費要領の件

　総会に続いて、講演会を開催、27名の参加者を得た。講

師に、中央大学名誉教授で、国際ビジネスコミュニケーシ

ョン学会相談役の林田博光氏を迎え「国際ビジネスとコ

ミュニケーション」という演題で講演が行われた。「令和」

の英語表記の説明から始まり、前半は日本での英語表記

とネイティブの人が使う英語との微妙な意味合いの違い

について、後半は国際ビジネス、グローバル人材について、

実例を交えながらわかりやすくお話し頂いた。異文化間

ビジネスで大切なことは、心を開き、相手の文化を知り体

験し、相手を思う気持ちであると述べられ、Dream・

Passion・Love をキーワードにコミュニケーションの

基本姿勢を語られた。講演の中では横浜開港当時の英語

習得の歴史や、英語学習に映画のセリフや歌を活用する

アドバイスなど、興味深い内容が盛りだくさんで好評を

博した講演であった。

　講演会終了後は、懇親会を開催した。菅原会長の挨拶、

川崎商工会議所 山田会頭の来賓挨拶、来賓紹介の後、神

奈川県異業種連携協議会議長 金究武正氏の乾杯発声に

より開宴した。終始和やかな雰囲気で親睦を深めた。中締

めは紀中顧問が務め、盛会裏のうち散会となった。

令和元年度 川崎異業種研究会 通常総会を開催

　５月23日（木）ミューザ川崎会議室にて、５月勉強会を

開催した。会員９名、和光大学学生11名の参加者を得た。

今回は、川崎南税務署 野口卓也氏を講師に迎え「消費税

軽減税率制度」をテーマに講義が行われた。軽減税率の対

象品目、帳簿や請求書の記載方法など、具体例を示しなが

ら説明頂いた。講義後には、POSレジアプリ、エアレジデ

モンストレーションが、㈱リクルートライフスタイル 杉

本隆太郎氏、㈱ビックカメラ 田村融氏により行われた。実

際の機械を操作しながらの説明を、一同興味深く聴講し

た。その後交流会を行った。

　６月13日（木）当所にて６月定例会を開催した。 会員

12名、オブザーバー２名、和光大学学生２名、見学者１名

の参加者を得た。今回は、「５Ｇ活用の未来ビジネス」と題

し、和光大学経済経営学部教授 小林稔氏による講演が行

われた。

　移動通信システムは、アナログ方式の第１世代から

2020年に向けて第５世代（５Ｇ）へと進化している。最大

通信速度は30年間で約10万倍であるという。講演では、

次世代移動通信システム５Ｇとは何か、これまでの携帯

技術とどこが違うのか具体的な説明とともに、すでに５

Ｇサービスが開始されている米国、韓国の事例も紹介さ

れた。また、５Ｇの主な特徴を生かして何ができるか、新

たなビジネスモデルを探った。最先端技術の話に参加者

は興味深く耳を傾けた。

　講演後の懇親会は、講師も参加し、より深い交流ができ

た。
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